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【
凡

例
】

・

底
本
は
清
・
顧

『
聖
廟
祀
典
圖
考
』
所
収
「
聖
蹟
圖
」（
綫
装
書
局
、
一
九
九
六
年
拠
道
光
刊
本
影
印
）
で
あ
る
。

・

通
し
番
号
１
～
68
は
訓
釈
者
に
よ
る
仮
番
号
で
あ
る
。

・

四
字
題
（
【
尼
丘

嗣
】
等
）は
、
底
本
で
は
図
像
中
に
示
さ
れ
る
（
附
載
図
像
を
参
照
）
。

・

四
字
題
や
賛
詩
の
翻
刻
は
努
め
て
舊
字
體
を
用
い
た
が
、
原
文
の
異
体
字
等
を
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

・

通
釈

は
必
ず
し
も
逐
語
訳
で
な
く
、
出
典
の
内
容
に
従
っ
て
適
宜
主
語
や
名
詞
等
を
補
い
、
平
易
な
意
訳
に
努
め
た
。

・

出
典

は
代
表
的
な
も
の
、
語
釈

は
最
小
限
に
と
ど
め
た
。
調
査
漏
れ
に
つ
い
て
ご
教
示
を
請
う
。

・
『
聖
蹟
図
』
の
孔
子
の
呼
称
は
聖
・
宣
聖
・
聖
人
・
素
王
等
多
様
で
あ
る
が
、
通
釈
で
は
原
則
と
し
て｢

孔
子｣

に
統
一
し
た
。

・
本
稿
の
前
半
「
顧

『
聖
蹟
図
』
賛
詩
訓
釈
稿
（
上
、
1
ー
36
番
）｣

は
、
『
文
学
研
究
』
一
〇
八
輯
に
掲
載
し
た
。

・

訓
読
や
解
釈
等
に
佐
藤
一
好
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。
深
謝
す
る
。
な
お
残
る
誤
読
浅
解
は
全
て
訓
釈
者
が
責
め
を
負
う
。
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37
【
臨
河
返
駕
】
我
西
我
轅

将
見
簡
子

至
河
而
返

爲
傷
賢
士

我
れ

我
が
轅
を
西
し

将
に(

趙)

簡
子
に
見
え
ん
と
し
て

ま
み

河
に
至
り
て
返
る
は

賢
士
を
傷
ふ
が
為
な
り

そ
こ
な

覆

鳳
遠

諱
傷
其
倫

物
類
皆
然

何
况
聖
人

巣
覆
れ
ば
鳳
遠
る

其
の
倫
を
傷
ふ
を
諱
め
ば
な
り

く
つ
が
へ

は
な

と
も
が
ら

い

物
類

皆
然
り

何
ぞ
况
ん
や
聖
人
を
や

通
釈

孔
子
は
車
を
西
に
向
け
、
晋
の
趙
鞅
と
会
見
し
よ
う
と
し
た
が
、
黄
河
ま
で
来
る
と
急
に
車
を
返
し
た
。
そ
れ
は

趙
鞅
が
賢
臣
を
殺
害
し
た
こ
と
を
聞
い
た
か
ら
で
あ
る
。
鳳
凰
が
巣
を
荒
ら
さ
れ
れ
ば
巣
か
ら
遠
ざ
か
る
の
は
、

同
類
が
傷
つ
く
の
を
避
け
る
為
で
あ
る
。
人
も
万
物
と
同
様
で
あ
り
、
聖
人
孔
子
が
そ
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。

出
典

紀
事
は
『
史
記
』
巻
四
十
七
「
孔
子
世
家
、｣

『
孔
子
家
語
』
巻
五
「
困
誓
」
、
『
説
苑
』
巻
十
三
「
権
謀
」、『
孔
叢

子
』
巻
二
「
記
問
」
等
に
見
え
る
。

38
【
東
流
喩
德
】
乾
坤
化
機

寓
目
斯
彰

逝
者
如
斯

匪
言
可


乾
坤
の
化
機

寓
目
し
て
斯
に
彰
は
る

逝
く
者
は
斯
の
如
し

言
の
状
ぶ
べ
き
に
匪
ず

の

聖
懷
偶
感

江
漢
汪
洋

處
卑
就
下

道
樞
莫
尚

聖
懐

偶
ま
感
ず

江
漢

汪
洋
た
り

た
ま
た

卑
き
に
処
り
て
下
に
就
く

道
の
樞
（
こ
れ
よ
り
）
尚
き

こ
と
わ
り

は
莫
し

通
釈

万
物
が
変
化
す
る
機
関
は
見
れ
ば
は
っ
き
り
と
現
れ
る
。
孔
子
は
川
の
水
の
流
れ
を
見
て
、「
逝
く
者
は
斯
の
如
し
」

か
ら
く
り

か
く

と
詠
嘆
し
た
が
、
そ
の
妙
理
は
な
か
な
か
言
葉
で
表
現
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
孔
子
は
滔
々
と
流
れ
る
川
の
水

が
常
に
低
き
に
流
れ
る
こ
と
に
感
慨
を
催
し
た
が
、
そ
の
高
尚
な
道
理
は
こ
れ
以
上
の
も
の
は
な
い
。

顧

『
聖
蹟
図
』
賛
詩
訓
釈
稿
（
下
）

2

ま
み



出
典

紀
事
は
『
論
語
』
子
罕
篇
、
『
孔
子
家
語
』
巻
二
「
三
恕
」
等
に
見
え
る
。

39
【
觀
臺
釋
戮
】
嗟
彼
陳
侯

陵
陽
妄
營

殺
民
戮
吏

妄
擬
周
文

嗟

彼
の
陳
侯

陵
陽
を
妄
り
に
営
く

あ
あ

は

か

み
だ

き
づ

民
を
殺
し

吏
を
戮
し
て

妄
り
に
周
の
文
（
王
）
に
擬

な
ぞ
ら

ふ

惟
聖
致
詞

子
來
婉
諷

臨
刑
獲
釋

談
言
微
中

惟
だ
聖
の
み
詞
を
致
し

子

ら
来
た
り
て

婉
に
諷
せ
ば

お
の
づ
か

刑
に
臨
む
も

釈
く
を
獲
た
り

談
言

微
に
し
て
中
れ

と

あ
た

り

通
釈

あ
あ
、
彼
の
陳
の
恵
公
は
妄
り
に
陵
陽
の
台
（
墓
地
）
を
築
き
、
庶
民
や
官
吏
を
多
数
殺
害
し
て
お
き
な
が
ら
、

孔
子
の
前
で
素
知
ら
ぬ
顔
で
周
の
文
王
を
引
き
合
い
に
出
し
て
質
問
し
た
。
孔
子
は
返
答
し
て
、
恵
公
の
暴
挙
を

や
ん
わ
り
諷
刺
し
た
の
で
、
恵
公
は
処
刑
直
前
の
者
を
急
い
で
釈
放
し
た
。
孔
子
の
談
話
に
お
け
る
発
言
が
見
事

に
効
を
奏
し
た
の
で
あ
る
。

出
典

紀
事
は
『
孔
叢
子
』
巻
一
「
嘉
言
」
に
見
え
る
。

40
【
禮
衰
去
衛
】
陪
臣
弱
魯

詐
力
強
齊

所
希
售
衞

或
以
濟
時

陪
臣

魯
を
弱
く
し

詐
力

斉
を
強
く
す

希
ふ
所
は

衞
に
售
り
て

或
は
以
て
時
を
済
は
ん
こ
と
を

ね
が

う

す
く

何
哉
彼
昏

面
聖
目
鴻

見
幾
遐
擧

義
不
苟
容

何
哉

彼
昏
に
し
て

聖
に
面
し
て
鴻
を
目
る

い
か
ん
せ
ん

み

幾
を
見
る
こ
と
遐
く
挙
が
る
も

義
は

苟

に
も
容
れ
ず

た
か

か
り
そ
め

い

通
釈

魯
で
は
無
力
な
臣
下
が
魯
を
弱
体
化
し
、
斉
で
は
詐
偽
が
幅
を
き
か
せ
て
い
る
。
そ
こ
で
孔
子
は
衛
国
に
自
分
を
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宣
伝
し
、
社
会
に
役
立
と
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
衛
の
霊
公
は
凡
庸
な
君
主
で
あ
り
、
孔
子
と
対
面
し
な

が
ら
、
目
は
空
飛
ぶ
鳥
に
釘
付
け
で
気
も
そ
ぞ
ろ
。
孔
子
は
就
職
の
熱
意
は
高
か
っ
た
が
、
そ
の
正
義
は
つ
い
に

世
に
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

出
典

語
釈

紀
事
は
『
史
記
』
巻
四
十
七
「
孔
子
世
家
」
、
『
孔
子
家
語
』
巻
五
「
困
誓
」
等
に
見
え
る
。
○
陪
臣
弱

魯

詐
力
強
齊

所
希
售
衞

或
可
濟
時

何
哉
彼
昏
…
第
三
十
二
【
次
乘
靈
公
】
の
表
現
（
前
稿
（
上
）
参
照
）

と

同
様
で
あ
る
。

41
【
在
陳
當
阨
】
猗
嗟
聖
道

丁
此
屡
屯

既
畏
於
匡

復
厄
於
陳

猗
嗟

聖
道

此
の
屡
ば
の
屯
み
に
丁
る

あ

あ

し
ば
し

な
や

あ
た

既
に
匡
に
畏
れ

復
た
陳
に
厄
し
む

く
る

君
子
固
窮

處
困
而
亨

再
弦
再
歌

素
位
而
行

君
子
固
よ
り
窮
す
る
も

困
に
処
し
て

而
ち
亨
る

再

ち

も
と

す
な
は

と
ほ

す
な
は

弦
し

再
ち
歌
ひ

位
に
素
し
て
行
ふ

通
釈

あ
あ
、
道
理
を
説
い
た
孔
子
は
何
度
も
憂
き
目
に
遭
っ
た
。
匡
で
は
陽
虎
と
間
違
わ
れ
て
苦
難
に
陥
っ
た
し
、
陳

蔡
の
間
で
は
強
国
の
軍
隊
に
囲
ま
れ
て
難
儀
し
た
。
君
子
と
て
固
よ
り
困
窮
す
る
も
の
だ
が
、
孔
子
は
困
難
に
遭
っ

て
も
決
し
て
め
げ
ず
、
琴
を
弾
き
な
が
ら
歌
い
、
自
分
の
境
遇
を
よ
く
わ
き
ま
え
て
尽
力
し
た
。

出
典

語
釈

紀
事
は
『
論
語
』
衛
霊
公
篇
、
『
史
記
』
巻
四
十
七
「
孔
子
世
家
」
、
『
孔
子
家
語
』
巻
五
「
困
誓
」
、
『
説

苑
』
巻
十
七
「
雑
言
」
等
に
見
え
る
。
○
君
子
固
窮
…
『
論
語
』
衛
霊
公
篇
に
「
子
曰
、
君
子
固
窮
」
と
あ
る
。

○
既
畏
於
匡
…
第
三
十
首
【
圍
匡
曲
解
】
に
「
虎
暴
於
匡

聖
状
偶
同
」
と
あ
る
の
を
参
照
。
○
素
位
而
行
…
自

分
の
位
置
、
境
遇
を
わ
き
ま
え
て
行
動
す
る
こ
と
。
『
中
庸
』
に
「
君
子
素
其
位
而
行
」
と
あ
る
。

42
【
葉
公
問
政
】
列
國
紀
綱

尼
父
是
師

楚
雄
南
服

孰
張
孰
弛

列
国
の
紀
綱

尼
父
是
れ
師
た
り
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楚
雄
に
し
て
南
服
す

孰
れ
か
張
り

孰
れ
か
弛
む

葉
公
秉
政

雅
慕
特
諮

遠
來
近
説

江
漢
攸
施

葉
公

政
を
秉
る
に

雅
に
慕
ひ
て

特
に
諮
る

つ
ね

は
か

遠
く
か
ら
来
た
り

近
く
は
説

ぶ
は

江
漢
の
施
す
攸

よ
ろ
こ

と
こ
ろ

通
釈

列
国
は
政
治
の
要
綱
を
定
め
よ
う
と
し
て
、
孔
子
を
師
と
仰
い
で
そ
の
教
え
を
聞
こ
う
と
し
た
。
南
国
の
雄
た
る

楚
で
は
一
体
誰
が
政
治
の
手
綱
を
執
る
の
か
。
楚
で
は
葉
公
が
政
務
を
執
っ
て
い
た
が
、
葉
公
は
孔
子
の
名
声
を

慕
っ
て
い
た
の
で
、
特
に
下
問
が
あ
っ
た
。
孔
子
は
「
政
治
の
要
諦
は
、
身
近
な
人
が
喜
び
、
遠
く
か
ら
人
が
慕

い
寄
っ
て
来
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
」
と
答
え
た
が
、
長
江
や
漢
水
を
含
む
天
下
の
至
る
所
で
そ
う
あ
っ
て

欲
し
い
も
の
で
あ
る
。

出
典

紀
事
は
『
論
語
』
子
路
篇
、
『
史
記
』
巻
四
十
七
「
孔
子
世
家
」
、
『
孔
子
家
語
』
巻
三
「
辯
政
」
、
『
説
苑
』
巻
七

「
政
理
」
等
に
見
え
る
。

43
【
反
蔡
迷
津
】
聖
在
濟
人

周
流
不
止

隱
者
潔
身

潜
藏
不
起

聖
は
人
を
済
ふ
に
在
り

周
流
し
て
止
ま
ず

す
く

隠
者
は
身
を
潔
く
し

潜
蔵
し
て
起
た
ず

仕
兮
止
兮

各
於
其
時

沮
兮
溺
兮

豈
能
知
斯

仕
か
止
か

各
お
の
其
の
時
に
於
て
す

沮
や
溺
や

豈
に
能
く
斯
を
知
ら
ん
や

通
釈

孔
子
は
乱
世
に
生
き
る
人
を
救
お
う
と
し
て
、
諸
国
を
汗
し
て
周
遊
し
て
説
い
て
回
っ
て
い
る
。
一
方
の
隠
者
は

身
を
清
く
し
つ
つ
、
田
野
に
引
き
こ
も
っ
て
世
に
出
よ
う
と
し
な
い
。
出
仕
す
る
も
し
な
い
も
、
そ
れ
ぞ
れ
時
の

運
が
な
せ
る
も
の
、
隠
遁
に
こ
だ
わ
る
隠
者
の
長
沮
や
桀
溺
な
ど
に
、
ど
う
し
て
こ
の
道
理
が
分
か
る
だ
ろ
う
か
。

出
典

語
釈

紀
事
は
『
論
語
』
微
子
篇
、
『
史
記
』
巻
四
十
七
「
孔
子
世
家
」
等
に
見
え
る
。
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44
【
楚
封
見
沮
】
齊
封
尼
谿

晏
嬰
拒
之

楚
封
書
社

子
西
沮
之

斉
（
孔
子
を
）尼
谿
に
封
ぜ
ん
と
す
る
や

晏
嬰

之
を
拒

み楚
（
孔
子
を
）
書
社
に
封
ぜ
ん
と
す
る
や

子
西

之
を

沮
む

は
ば

茫
茫
列
國

竟
誰
與
之

待
價
而
沽

肯
輕
處
之

茫
茫
た
る
列
国

竟
に
誰
か
之
と
与
に
せ
ん

つ
ひ

と
も

価
を
待
ち
て
沽
ら
ん
や

肯
て

軽

し
く
之
に
処
ら
ん
や

う

か
ろ
が
ろ

を

通
釈

斉
の
景
公
が
孔
子
に
尼
谿
の
地
を
与
え
よ
う
と
す
れ
ば
宰
相
の
晏
嬰
が
反
対
し
、
楚
の
昭
王
が
孔
子
に
書
社
の
地

を
与
え
よ
う
と
す
れ
ば
臣
下
の
子
西
が
こ
れ
を
沮
む
。
多
く
の
列
国
の
中
で
一
体
誰
が
孔
子
の
真
の
見
方
に
な
っ

は
ば

た
で
あ
ろ
う
か
。
孔
子
は
「
買
い
手
が
い
れ
ば
進
ん
で
自
分
を
沽
る
」
と
言
っ
た
が
、
決
し
て
軽
々
し
く
出
処
進

う

退
を
決
め
た
の
で
は
な
い
。

出
典

語
釈

紀
事
は
『
史
記
』
巻
四
十
七
「
孔
子
世
家
」
、
『
説
苑
』
巻
十
七
「
雑
言
」
、
『
孔
叢
子
』
巻
六
「
詰
墨
」
等

に
見
え
る
。
○
待
價
而
沽
…
『
論
語
』
子
罕
篇
に
「
子
曰
、
沽
之
哉
、
沽
之
哉
、
我
待
賈
者
也
。
」
と
あ
る
。
第
二

十
一
首
【
杏
壇
設
教
】
に
も
「
沽
哉
沽
哉

待
價
而
起
」
と
見
え
る
（
前
稿
（
上
）
参
照
）
。

45
【
接
輿
歌
鳳
】

虎
載
歌

鳳
胡
來
儀

覽
輝
而
下

德
衰
匪
宜


虎

載
ち
歌
ふ
に

鳳
胡
ぞ
来
儀
せ
ん

す
な
は

な
ん

輝
を
覧
て
下
り

徳
の
衰
へ
た
る
は
宜
に
匪
ず

あ
ら


啄
鳳
食

從
政
其
類

含
苞
斂
符

萬
世
之
瑞


啄
み

鳳
食
ら
ふ

政
に
従
ふ
は
其
の
類
な
り

つ
い
ば

苞
を
含
み
て
符
を
斂
む
は

万
世
の
瑞
な
り

を
さ

通
釈

楚
国
の
野
獣
（
隠
者
）
た
る
狂
接
輿
が
孔
子
に
出
会
い
、
狂
歌
を
歌
っ
て
通
り
過
ぎ
よ
う
と
し
た
時
、
鳳
凰
た
る

顧

『
聖
蹟
図
』
賛
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訓
釈
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孔
子
は
ど
う
し
て
礼
儀
を
以
て
接
し
よ
う
と
し
た
の
か
。
そ
れ
は
、
孔
子
は
接
輿
の
歌
の
美
点
を
理
解
し
た
の
で
、

わ
ざ
わ
ざ
車
を
下
り
て
接
輿
と
会
話
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
狂
接
輿
の
狂
歌
に
、
孔
子
を
「
徳
が
衰

え
た
」
と
歌
う
の
は
正
し
く
な
い
。
鶏
や
犬
の
よ
う
な
俗
物
や
鳳
凰
の
よ
う
な
貴
人
が
共
に
十
分
に
食
す
る
、
政

治
の
要
諦
は
そ
の
よ
う
な
も
の
。
兆
し
の
う
ち
に
そ
の
兆
候
を
摘
み
取
る
、
こ
う
し
て
こ
そ
万
年
の
平
和
が
も
た

ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

出
典

語
釈

紀
事
は
『
論
語
』
微
子
篇
、
『
荘
子
』
人
間
世
篇
、
『
史
記
』
巻
四
十
七
「
孔
子
世
家
」
等
に
見
え
る
。

○

虎
載
歌
…
『
詩
経
』
小
雅
「
何
草
不
黄
」
に
「
匪

匪
虎
、
率
彼
曠
野
」
と
あ
る
。

46
【
季
康
幣
迎
】
轍
環
不
已

周
流
倦
行

季
康
幣
迎

東
魯
待
興

轍
環
り
て
已
ま
ず

周
流
し
て
行
く
に
倦
む

め
ぐ

季
康

幣
も
て
迎
へ

東
魯
の
興
る
を
待
つ


彼
太
丘

枳
棘
何
深

咏
嘆
交
集

悲
來

膺

「
彼
の
太
丘
を

れ
ば

枳
棘
何
ぞ
深
き

み

咏
嘆
交
ご
も
集
ま
り

悲
し
み
来
り
て

膺
を
填
む
」

む
ね

う
づ

通
釈

孔
子
は
十
四
年
も
の
間
、
弟
子
と
共
に
車
で
天
下
を
流
浪
し
て
回
っ
た
。
最
後
に
は
魯
の
大
夫
季
康
子
が
衛
ま
で

幣
を
以
て
来
て
、
孔
子
を
魯
に
迎
え
取
り
、
魯
を
復
興
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
。
孔
子
は
そ
こ
で
「
丘
陵
の
歌
」

を
作
り
、
「
あ
の
魯
の
太
丘
（
生
地
の
尼
丘
山
）

を
見
れ
ば
、
棘
が
深
く
生
い
茂
っ
て
い
る
。
私
は
こ
れ
ま
で
の
流
浪

の
生
涯
を
顧
み
て
感
慨
が
湧
き
起
こ
り
、
悲
し
み
で
胸
が
塞
が
る
。
」
と
詠
嘆
し
た
。

出
典

語
釈

紀
事
は
『
孔
叢
子
』
巻
二
「
記
問
」
に
見
え
る
。
「
丘
陵
之
歌
」
は
『
孔
叢
子
』
編
者
（
不
詳
）
の
作
と

思
わ
れ
る
。

47
【
作
猗
蘭
操
】
蘭
爲
國
香

衆
芳
罕
伍

于
野
于
朝

未
得
其
所

蘭
は
国
香
た
り
て

衆
芳

伍
す
る
罕
き
も

な

顧

『
聖
蹟
図
』
賛
詩
訓
釈
稿
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野
に
于
け
る

朝
に
于
け
る

未
だ
其
の
所
を
得
ず

憂
從
中
來

寄
慨
道
左

援
琴
成
操

一
彈
再
鼓

憂
は
中
よ
り
来
た
り

慨
を
道
左
に
寄
す

琴
を
援
り
て
操
を
成
し

一
た
び
弾
き
て

再
た
び
鼓
す

通
釈

山
奥
に
ひ
っ
そ
り
と
咲
く
蘭
の
花
を
見
て
、
孔
子
は
感
慨
を
催
す
。
「
中
国
を
代
表
す
る
香
り
高
い
花
の
蘭
は
他
の

花
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
の
に
、
民
間
で
も
朝
廷
で
も
、
ま
だ
誰
も
そ
の
本
分
を
認
め
る
者
が
い
な
い
。
」
孔

子
は
思
わ
ず
胸
中
に
憂
い
が
湧
き
、
道
の
辺
の
蘭
の
花
に
事
寄
せ
、
琴
曲
の
猗
蘭
操
を
作
曲
し
、
一
回
二
回
と
続

け
て
つ
ま
弾
く
。

語
釈

出
典

紀
事
は
『
楽
府
詩
集
』
巻
五
十
八
「
猗
蘭
操
」
に
「
古
今
楽
録
」
「
琴
操
」
を
引
い
て
載
録
す
る
。

48
【
魯
識

羊
】
不
語
有
四

怪
居
其
一

土
缶
有
羊

不
經
之
極

（
孔
子
）
語
ら
ざ
る
に
四
（
注
：
怪
力
乱
神
）

有
り

怪
は
其
の

一
に
居
る

土
缶
に
羊
有
り

不
経
の
極
な
り

博
物
知
名

藻
鑑
莫
京

聖
本
天
縱

豈
曰
多
能

博
物
に
し
て
名
を
知
る

藻
鑑
（
こ
れ
よ
り
）
京
な
る
は

か
ん
て
い

だ
い

莫
し

聖

本
よ
り
天
縦
に
し
て

豈
に
多
能
な
り
と
曰
は
ん
や

て
ん
せ
い

通
釈

孔
子
は
日
頃
、
怪
（
怪
談
）

・
力
（
武
勇
）

・
乱
（
乱
倫
）

・
神
（
鬼
神
）

の
奇
異
な
事
を
軽
々
し
く
口
に
し
な
か
っ
た
。

怪
は
そ
の
筆
頭
で
あ
る
。
あ
る
時
、
魯
の
季
桓
子
か
ら
土
缶
の
中
で
見
つ
か
っ
た
動
物
に
つ
い
て
下
問
が
あ
り
、

孔
子
は

羊
だ
と
回
答
し
た
が
、
そ
れ
こ
そ
ま
と
も
で
な
い
怪
異
の
最
た
る
物
で
あ
る
。
孔
子
の
博
学
多
識
に
よ

る
明
快
な
鑑
定
は
誰
も
真
似
で
き
な
い
。
孔
子
は
天
賦
の
才
能
が
あ
る
の
で
あ
り
、
俗
人
が
努
力
し
て
得
る
多
能

顧
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の
域
を
超
越
し
て
い
る
。

出
典

語
釈

紀
事
は
『
史
記
』
巻
四
十
七
「
孔
子
世
家
」
、
『
孔
子
家
語
』
巻
四
「
辨
物
」
、
『
説
苑
』
巻
十
八
「
辨
物
」
、

『
国
語
』
魯
語
下
、『
捜
神
記
』
巻
十
二
等
に
見
え
る
。
○
不
語
有
四
…
『
論
語
』
述
而
篇
に
「
子
不
語
怪
、
力
、

乱
、
神
。
」
と
。

49
【
專
車
諭
呉
】
呉

會
稽

巨
骨
是
疑

使
使
聘
魯

諮
於
仲
尼

呉

会
稽
を

ち

巨
骨
を
是
れ
疑
ふ

こ
ぼ

使
を
し
て
魯
に
聘
し

仲
尼
に
諮
は
し
む

と

諸
侯
羣
會

防
風
後
至

禹
戮
專
車

聖
無
不
知

（
答
ふ
る
に
）
「
諸
侯
群
会
す
る
に

防
風

後
に
至
る

禹
戮
し
て

車
を
専
に
す
」
と

聖
の
知
ら
ざ
る
無
し

通
釈

越
を
攻
め
た
呉
が
会
稽
を
落
と
し
た
際
、
拾
っ
た
馬
車
一
杯
の
巨
大
な
骨
の
由
来
を
知
ろ
う
と
し
た
。
そ
こ
で
使

者
を
魯
に
使
わ
し
て
孔
子
に
尋
ね
た
。
孔
子
は
「
昔
、
禹
王
の
頃
、
諸
侯
が
会
稽
山
に
会
合
し
た
時
、
禹
王
が
遅

刻
し
た
防
風
氏
を
処
刑
し
ま
し
た
。
そ
の
遺
骨
が
車
一
杯
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
」
と
答
え
た
。
孔
子
は
知
ら
な
い
物

は
無
い
の
で
あ
る
。

出
典

紀
事
は
『
史
記
』
巻
四
十
七
「
孔
子
世
家
」
、
『
孔
子
家
語
』
巻
四
「
辯
物
」
、
『
説
苑
』
巻
十
八
「
辨
物
」
、
『
国

語
』
魯
語
下
等
に
見
え
る
。

50
【
萍
實
對
楚
】
楚
伯
諸
侯

應
在
萍
實

王
舟
獲
焉

如
斗
如
日

楚
の
諸
侯
に
伯
（
霸
）
た
る
こ
と

応
は
萍
実
に
在
り

は

（
楚
）
王
の
舟

焉
を
獲
た
り

斗
の
如
く

日
の
如
し

こ
れ

陳
野
聞
謠

歸
使
具
述

其
甘
如
飴

非
聖
莫
識

陳
の
野
に
謠
を
聞
き
て

帰
り
し
使
ひ

具
さ
に
述
ぶ

顧
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其
れ
甘
き
こ
と
飴
の
如
し

聖
に
非
ざ
れ
ば
識
る
莫
し

通
釈

楚
の
昭
王
が
諸
侯
の
覇
者
に
な
る
こ
と
は
、
実
は
萍
の
実
の
歌
に
既
に
歌
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
実
は
楚
の
昭
王
の

舟
が
長
江
を
渡
る
時
に
拾
い
上
げ
た
物
で
あ
り
、
一
升
枡
ほ
ど
の
大
き
さ
で
太
陽
の
よ
う
に
赤
か
っ
た
。
そ
の
実

の
由
来
を
尋
ね
ら
れ
た
孔
子
は
、
曾
て
陳
の
野
を
通
っ
た
際
に
地
元
の
歌
で
そ
れ
を
知
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
使
者

が
帰
国
し
て
そ
の
こ
と
を
楚
の
昭
王
に
逐
一
報
告
し
た
。
果
た
し
て
孔
子
の
言
う
通
り
、
そ
の
果
実
は
飴
の
よ
う

に
甘
か
っ
た
。
孔
子
で
な
け
れ
ば
こ
ん
な
こ
と
は
誰
も
知
ら
な
い
。

出
典

語
釈

紀
事
は
『
孔
子
家
語
』
巻
二
「
観
思
（
致
思
）
」
、
『
説
苑
』
巻
十
八
「
辨
物
」
等
に
見
え
る
。
○
伯
…
霸

に
同
じ
。

51
【
商
羊
知
雨
】
水
祥
起
舞

童
謠
預
徴

來
聘
致
問

商
羊
識
名

水
祥

起
ち
て
舞
ひ

童
謡

預

め
徴
す

あ
ら
か
じ

来
聘
し
て
問
を
致
せ
ば

商
羊

名
を
識
る

溝
渠
既
濬

脩
築
在
先

有
備
無
患

霖
雨
晏
然

溝
渠

既
に
濬
へ

脩
築

先
に
在
り

さ
ら

備
有
れ
ば
患
無
し

霖
雨
も
晏
然
た
り

通
釈
「
雨
降
ら
し
の
鳥
が
宮
殿
に
来
て
舞
っ
て
い
る
。
洪
水
に
な
り
そ
う
だ
。」
童
謡
は
こ
う
予
兆
し
た
。
不
思
議
に
思
っ

た
斉
侯
が
、
魯
に
使
者
を
立
て
て
孔
子
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
鳥
が
洪
水
を
予
知
す
る
商
羊
と
い
う
名
の
鳥
で

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
斉
で
は
用
水
路
を
浚
え
て
防
水
施
設
を
整
備
し
た
。
周
到
に
準
備
し
た
の
で

さ
ら

洪
水
の
被
害
は
な
く
、
長
雨
に
も
国
土
は
安
泰
で
あ
っ
た
。

出
典

紀
事
は
『
孔
子
家
語
』
巻
三
「
辯
政
」
、
『
説
苑
』
巻
十
八
「
辨
物
」
等
に
見
え
る
。

52
【

使
談
心
】
衛
有
賢
者

明
哲
保
身

巻
舒
任
運

寡
過
未
能

衛
に
賢
者
有
り

明
哲
に
し
て
身
を
保
ち

顧
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巻
舒

運
に
任
す

過

を
寡
く
せ
ん
と
す
る
も

未
だ
能

く
せ
ず

締
交
尼
父

遣
使
致
詞

與
坐
致
敬


曲
傳
心

交
を
尼
父
に
締
び

使
を
遣
は
し
て
詞
を
致
す

む
す

坐
を
与
へ
て
敬
を
致
し


曲
し
て
心
を
伝
ふ

通
釈

衛
の

伯
玉
と
い
う
賢
者
は
、
善
悪
や
是
非
を
よ
く
わ
き
ま
え
て
一
身
を
全
う
し
、
出
処
進
退
は
天
運
に
委
ね
、

過
ち
を
な
く
す
よ
う
に
努
め
て
も
な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
を
反
省
し
て
い
た
。
こ
の
賢
者
と
交
わ
り
を
結
ん
だ

孔
子
は
、
使
者
を
通
じ
て
挨
拶
を
交
わ
し
、
使
者
に
敷
物
を
与
え
て

伯
玉
へ
の
敬
意
を
伝
え
、
打
ち
解
け
て
じ
っ

く
り
話
し
て
自
分
の
気
持
ち
を
相
手
に
伝
え
た
。

出
典

語
釈

紀
事
は
『
論
語
』
憲
問
篇
に
見
え
る
。
○
明
哲
保
身
…
『
詩
経
』
大
雅
、
烝
民
に
「
既
明
且
哲
、
以
保
其

身
」
と
あ
る
。
○

曲
…
打
ち
解
け
て
じ
っ
く
り
話
す
。
款
曲
。

53
【
貴
黍
賤
桃
】
郊
廟
薦
登

黍
爲
之
長

桃
屬
下
菓


反
居
上

郊
廟
に
薦
登
す

「
黍
之
が
長
た
り

桃

下
菓
に
属
す
る
に


ぞ
反
っ
て
上
に
居
ら
ん
や

な
ん

以
貴
雪
賤

乖
反
失
尚

食
賜
後
先

位
置
允
當

貴
を
以
て
賎
を
雪
ふ
は

乖
反
し
て

尚
き
を
失
す

ぬ
ぐ

た
つ
と

食
賜
は
り
て
後
先
す
」
と

位
置

允
に
当
れ
り

し

よ

ち

ま
こ
と

通
釈

孔
子
は
魯
の
哀
公
の
郊
祭
や
宗
廟
に
お
け
る
供
物
を
勧
め
ら
れ
た
際
に
、
黍
の
後
に
桃
を
食
し
て
左
右
の
臣

下
に
笑
わ
れ
た
（
黍
は
食
用
で
な
く
、
桃
の
毛
抜
き
用
で
あ
る
）
。
孔
子
の
考
え
は
こ
う
だ
。
「
黍
は
五
穀
の
長
で
あ
り
、
桃

は
最
下
位
の
果
物
だ
。
な
の
に
、
ど
う
し
て
下
位
の
桃
が
上
位
に
あ
る
の
か
。
黍
の
よ
う
な
高
貴
な
物
で
桃
ご
と

き
卑
し
い
果
物
を
拭
う
こ
と
は
上
下
の
理
に
背
く
。
礼
祭
の
供
物
は
先
後
上
下
を
取
り
違
え
て
い
る
」
と
。
孔
子

顧
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の
対
応
は
ま
こ
と
に
正
当
で
あ
っ
た
。

出
典

紀
事
は
『
孔
子
家
語
』
巻
五
「
子
路
」
、『
韓
非
子
』「
外
儲
説
」
左
下
等
に
見
え
る
。
○
位
置
…
処
置
、
布
置
。

54
【
觀

論
俗
】
百
日
之
勞

一
日
之
樂

民
力
既


與
以
息
作

百
日
の
労

一
日
の
楽

 
 
 

民
力
既
に

る
れ
ば

与
へ
て
以
て
作
を
息
む

つ
か

や

爲
張
爲
弛

文
武
之
治

觀

於
郷

王
道
易
易

張
を
為
し

弛
を
為
す
は

文
武
の
治
な
り


を
郷
に
観
て

王
道
易
易
た
り

通
釈

民
は
百
日
も
の
長
い
間
の
農
作
業
の
苦
労
を
、
一
日
の
臘
祭
で
一
気
に
晴
ら
そ
う
と
す
る
。
農
作
業
の
疲
れ
を
、

し
ば
し
休
息
を
与
え
て
回
復
す
る
の
だ
。
こ
の
よ
う
に
弛
め
た
り
締
め
た
り
す
る
の
は
、
周
の
文
王
・
武
王
の
治

政
の
要
諦
で
あ
る
。
こ
う
し
て
郷
里
の
臘
祭
を
見
れ
ば
、
王
道
の
実
行
も
容
易
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

出
典

語
釈

紀
事
は
『
孔
子
家
語
』
巻
七
「
観
郷
射
」
、
『
礼
記
』
雑
記
下
等
に
見
え
る
。
○
觀

於
郷

王
道
易
易
…

『
孔
子
家
語
』
巻
七
「
観
郷
射
」
に
「
吾
観
於
郷
、
而
知
王
道
之
易
易
也
。」と
あ
る
。
易
易
は
た
や
す
い
の
意
。

55
【
筮
賁
損
益
】
吉
凶
悔
吝

易
理
咸
該

韋
編
三
絶

誦
此
不
衰

吉
・
凶
・
悔
・
吝

易
の
理

咸

く
該
り

こ
と
ご
と

し
か

韋
編
三
絶
す
る
ま
で

此
を
誦
し
て
衰
へ
ず

損
必
自
益

天
之
道
也

筮
而
得
賁

聖
之
時
哉

損
す
れ
ば
必
ず
自
ら
益
す
る
は

天
の
道
な
り

筮
し
て
賁
を
得
る
は

聖
の
時
な
る
か
な

通
釈

孔
子
は
自
ら
筮
卜
で
占
い
、
吉
・
凶
・
悔
・
吝
の
卦
を
自
分
で
占
っ
た
。
易
に
は
全
て
の
道
理
が
備
わ
っ
て
い
る

の
だ
。
孔
子
は
『
易
経
』
を
何
度
も
倦
ま
ず
熟
読
し
、
た
め
に
そ
の
綴
じ
紐
が
た
び
た
び
切
れ
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
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物
事
は
減
衰
す
れ
ば
増
加
に
転
じ
る
の
は
天
の
道
理
で
あ
る
。
占
い
で
吉
卦
の
賁
を
得
て
自
ら
戒
め
た
の
は
、
孔

子
で
あ
れ
ば
こ
そ
だ
。

出
典

語
釈

紀
事
は
『
孔
子
家
語
』
巻
二
「
好
生
」
、
『
説
苑
』
巻
二
十
「
反
質
」
、
『
呂
氏
春
秋
』
愼
行
論
「
壹
行
」
等

に
見
え
る
。
○
吉
凶
悔
吝
…
『
易
経
』
繋
辞
伝
上
に
「
吉
凶
者
失
得
之
象
也
。
悔
吝
者
憂
虞
之
象
也
。
」
と
あ
る
。

○
損
必
自
益
…
『
易
経
』
に
損
、
益
の
卦
が
あ
る
。
○
韋
編
三
絶
…
『
史
記
』
「
孔
子
世
家
」
に
「
孔
子
晩
而
喜

易
、
～
讀
易
、
韋
編
三
絶
。
」
と
。

56
【
夢
見
周
公
】
定
官
制
禮

先
魯
元
公

神
交
已
久

寤
寐
相
通

官
を
定
め

礼
を
制
せ
り

先
魯
の
元
公

神
交
已
に
久
し
く

寤

寐
相
ひ
通
ず



致
思

吐
握
兆
夢

傷
嗟
遲
暮

明
良
不
逢



に
思
ひ
を
致
し

吐
握
（
周
公
）
夢
に
兆
る

あ
ら
は

傷
嗟
す

遅
暮
し
て

明
良
に
逢
は
ざ
る
を

通
釈

孔
子
は
官
位
や
儀
礼
を
制
定
し
た
魯
の
開
祖
た
る
周
公
旦
を
尊
崇
し
、
久
し
い
間
、
寝
て
も
覚
め
て
も
夢
で

交
わ
り
通
じ
た
。
ひ
た
す
ら
周
公
を
慕
い
続
け
、
食
事
中
も
髪
を
整
え
る
間
も
賢
人
を
求
め
た
周
公
の
姿
を
追
い

続
け
た
。
そ
れ
が
、
老
齢
を
迎
え
た
孔
子
が
周
公
の
夢
を
見
な
く
な
り
、
明
君
や
賢
臣
と
も
出
会
わ
な
く
な
っ
た

の
は
何
と
も
悲
し
い
こ
と
だ
。

出
典

語
釈

紀
事
は
『
論
語
』
述
而
篇
、
『
史
記
』
巻
四
十
七
「
孔
子
世
家
」
等
に
見
え
る
。
○


…

服
と

履
。

王
服
。
こ
こ
で
は
周
公
を
指
す
。
○
吐
握
…
吐
哺
握
（
捉
）
髪
。
周
公
が
賢
人
を
求
め
て
、
食
事
の
間
も
、
髪
を

整
え
る
間
も
惜
し
ん
で
賢
人
と
の
面
会
を
求
め
た
故
事
。
『
史
記
』
巻
三
十
三
「
魯
周
公
世
家
」
に
「
我
一
沐
三
捉

髪
、
一
飯
三
吐
哺
、
起
以
待
士
、
猶
恐
失
天
下
之
賢
人
。
」
と
あ
る
。
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57
【
杖
叩
原
壌
】
記
嚴
不
敬

詩
刺
無
儀

坐
立
必
恭

倨
傲
非
體

（
礼
）
記
は
敬
せ
ざ
る
を
厳
し
め

詩
（
経
）
は
儀
無
き

い
ま

坐
立
は
必
ず
恭
し
く
す
べ
し

倨
傲
は
礼
に
非
ず

何
哉
故
人

禮
法
不
聞


忝
歳
月

以
杖
示
懲

何
ぞ
や

故
人
（
原
壌
）

礼
法
を
聞
か
ず

虚
し
く
歳
月
を

忝

く
す
れ
ば

（
孔
子
）
杖
を
以
て
懲
を

か
た
じ
け
な

示
せ
り

通
釈
『
礼
記
』
は
敬
に
悖
る
行
為
を
戒
め
、
『
詩
経
』
は
儀
礼
に
背
く
こ
と
を
諷
刺
す
る
。
人
は
日
常
の
動
作
に
お
い
て

も
と

も
必
ず
礼
儀
正
し
く
、
敬
い
慎
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
傲
り
高
ぶ
っ
た
非
礼
の
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
と

こ
ろ
が
孔
子
の
旧
知
の
原
壌
は
、
礼
法
な
ど
ど
こ
知
ら
ず
（
あ
ぐ
ら
を
か
い
た
ま
ま
孔
子
を
迎
え
よ
う
と
し
た
）
。
そ
の
行
為
に

対
し
て
、
孔
子
は
「
お
前
は
空
し
く
歳
月
を
盗
む
賊
だ
」
と
評
し
、
杖
で
叩
い
て
戒
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

出
典

語
釈

紀
事
は
『
論
語
』
憲
問
篇
に
見
え
る
。

58
【
經
成
錫

】
昭
事
上
帝

北
斗
維
樞

著
述
既
備

告
成
允
宜

上
帝
に
昭
事
し

北
斗

維
れ
樞
な
り

著
述

既
に
備
は
れ
ば

告
成
す
る
こ
と

允
に
宜
し

ま
こ
と

よ
ろ

赤
虹
下
化

黄
玉
出
章

載
拜
祇
受

天
錫
素
王

（
上
帝
）
赤
虹
を
下
化
せ
し
め

黄
玉
も
て
章
を
出
す

い
だ

載
ち
拝
し
て

祇
だ
受
く
る
は

天

素
王
（
孔
子
）

す
な
は

た

に
錫
ふ
な
り

た
ま

通
釈

孔
子
は
日
頃
か
ら
謹
直
に
天
帝
に
仕
え
奉
っ
て
い
た
。
中
で
も
北
斗
星
は
枢
要
の
星
座
で
あ
る
。
孔
子
は
『
孝
経
』

や
『
春
秋
』
等
の
著
述
を
完
成
さ
せ
る
と
、
天
に
向
か
っ
て
恭
し
く
祈
り
を
捧
げ
た
。
す
る
と
こ
れ
に
応
じ
た
天
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は
、
真
っ
赤
な
虹
を
天
か
ら
下
ろ
し
、
そ
れ
は
文
字
の
書
か
れ
た
黄
色
の
玉
と
な
っ
た
。
孔
子
は
そ
れ
を
拝
礼
し

て
受
け
た
。
天
が
無
冠
の
王
た
る
孔
子
に
勲
章
を
授
け
た
の
で
あ
る
。

出
典

語
釈

紀
事
は
『
宋
書
』
巻
二
十
七
、
符
瑞
志
上
、
緯
書
の
「
孝
経
右
契
」
「
春
秋
緯
演
孔
図
」
（「
春
秋
孔
演
図
」
）

等

に
見
え
る
。
○
昭
事
上
帝
…
謹
直
に
天
帝
に
仕
え
る
。
『
詩
経
』
大
雅
「
大
明
」
に
「
昭
事
上
帝
、
聿
懐
多
福
」

と
あ
る
。

59
【
互
郷
與
潔
】
聖
教
無
私

誘
掖
引
導

童
子
何
知

小
子
有
造

聖
教

私
無
く

誘
掖
し
て
引
導
す

童
子
何
ぞ
知
ら
ん

小
子
も
造
す
有
る
を

な

春
風
化
雨

明
示
及
門

不
咎
既
往

嘉
與
維
新

春
風

化
雨

明
ら
か
に
示
し
て
門
に
及
ぶ

既
往
を
咎
め
ず

維
新
に
嘉
し
与
す

と
が

よ
み

く
み

通
釈

孔
子
は
誰
に
対
し
て
も
分
け
隔
て
な
く
教
え
、
こ
れ
を
啓
発
し
て
導
い
た
。
互
郷
の
童
子
も
見
知
ら
ぬ
小
童
も
、

彼
ら
が
将
来
ど
う
成
長
し
発
展
す
る
か
は
予
想
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
春
の
雨
風
が
万
物
を
育
む
よ
う
に
、
そ
の

は
ぐ
く

公
明
な
指
導
は
一
門
の
内
外
に
及
ん
だ
。
孔
子
は
相
手
の
過
去
の
経
緯
を
咎
め
る
こ
と
な
く
、
新
進
の
意
気
に
期

待
し
た
。

出
典

語
釈

紀
事
は『
論
語
』述
而
篇
に
見
え
る
。○
不
咎
既
往
…『
論
語
』八

篇
に
「
子
聞
之
曰
、
…
既
往
不
咎
。」
と
。

60
【
刪
述
六
經
】
轍
環
天
下

道
不
可
行

曰
歸
乎
來

脩
我
典
型

轍
は
天
下
を
環
る
も

道
は
行
ふ
べ
か
ら
ず

め
ぐ

曰
く
「
帰
り
な
ん
乎
来

我
が
典
型
を
脩
め
ん
」
と

い

ざ

三
千
從
遊

七
十
高
弟

刪
述
六
經

垂
憲
萬
世

三
千
従
遊
し

七
十
の
高
弟
あ
り
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六
経
を
刪
述
し
て

憲
を
万
世
に
垂
れ
た
り

通
釈

天
下
を
遊
説
し
た
孔
子
だ
が
、
そ
の
教
え
が
諸
国
で
採
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
孔
子
は
「
郷
里
の

魯
国
に
帰
っ
て
典
籍
の
編
修
を
始
め
よ
う
」
と
言
っ
た
。
こ
う
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
遊
説
に
従
っ
た
三
千
人
も
の

弟
子
、
経
典
に
精
通
し
た
七
十
二
人
の
高
弟
が
協
力
し
て
、
六
経
を
編
纂
し
、
偉
大
な
教
え
が
万
世
に
伝
わ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

出
典

語
釈

紀
事
は
『
史
記
』
巻
四
十
七
「
孔
子
世
家
」
等
に
見
え
る
。
○
刪
述
六
經

垂
憲
萬
世
…
明
・
陳
鳳
梧
の

賛
に
「
刪
述
六
經

垂
憲
萬
世
」
と
あ
る
。

61
【
西
狩
泣
麟
】
王
降
而
霸

雅
亡
而
風

麟
出
斃
矣

吾
道
其
窮

王
は
降
り
て
霸
と
な
り

雅
は
亡
び
て
風
と
な
る

麟
出
で
て
斃
れ
た
り

吾
が
道

其
れ
窮
せ
り

た
ふ

既
歌
以
哀

復
史
以
彰

匪
徒
物
感

實
爲
世
傷

既
に
歌
ひ
て
以
て
哀
し
み

史
を
復
し
て
以
て
彰
は
す

徒
に
物
に
感
ず
る
に
匪
ず

実
に
世
を
傷
む
が
為
な
り

た
だ

あ
ら

通
釈

春
秋
の
乱
世
に
は
天
下
を
統
べ
る
王
者
が
い
な
く
な
り
、
諸
国
を
ま
と
め
る
覇
者
が
乱
立
し
た
。
そ
の
結
果
、
天

下
を
教
化
す
る
雅
道
が
亡
び
、
一
国
個
人
を
重
ん
じ
る
風
潮
が
蔓
延
し
た
。
太
平
の
世
に
出
現
す
る
麒
麟
が
猟
師

に
撃
た
れ
て
死
ん
だ
の
を
見
て
、
孔
子
は
「
我
が
道
は
つ
い
に
極
ま
っ
た
。
」
と
言
っ
て
嘆
い
た
。
郷
里
の
魯
に

帰
っ
た
孔
子
は
「
丘
陵
の
歌
」
を
歌
っ
て
そ
の
こ
と
を
哀
し
み
、
『
春
秋
』
の
史
書
を
著
し
て
そ
の
道
理
を
明
ら

か
に
し
た
。
こ
れ
ら
の
歌
や
史
書
は
、
単
に
孔
子
が
物
事
に
感
銘
を
受
け
た
か
ら
で
は
な
く
、
実
に
世
道
人
心
の

衰
退
を
嘆
い
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。

出
典

語
釈

紀
事
は
『
春
秋
左
氏
伝
』
哀
公
十
四
年
、『
史
記
』
巻
四
十
七
「
孔
子
世
家
」、『
孔
子
家
語
』
巻
四
「
辯
物
」
、
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『
孔
叢
子
』
巻
二
「
記
問
」
等
に
見
え
る
。
○
雅
亡
而
風
…
『
詩
経
』
大
序
に
「
是
以
一
国
之
事
、
繋
一
人
之
本
、

謂
之
風
、
言
天
下
之
事
、
形
四
方
之
風
、
謂
之
雅
。
」
と
あ
る
。
○
既
歌
以
哀
…
魯
に
帰
っ
た
孔
子
が
歌
っ
た
「
丘

陵
の
歌
」
を
指
す
。
『
孔
叢
子
』
巻
二
「
記
問
」
、
ま
た
第
四
六
首
【
季
康
幣
迎
】
賛
参
照
。

62
【
夢
奠
兩
楹
】
梁
折
山
頽

哲
人
斯
萎

聆
子
之
歌

知
道
之
衰

「
梁
は
折
れ

山
は
頽
れ

哲
人
斯
に

萎
ふ
」

お
と
ろ

子
の
歌
ふ
を
聆
き

道
の
衰
へ
た
る
を
知
る

き

逍
遥
於
門

奄
然
而
病

藏
往
知
來

達
生
知
命

門
に
逍
遥
し
て

奄
然
と
し
て
病
む

往
を
蔵
し
て
来
を
知
り

生
を
達
し
て
命
を
知
る

通
釈

孔
子
は
そ
の
死
に
臨
み
、
「
家
の
梁
の
木
が
壊
れ
、
泰
山
が
崩
れ
、
哲
人
が
倒
れ
る
。
」
と
歌
っ
た
。
子
貢
が
そ
の

歌
を
聞
き
付
け
、
孔
子
の
道
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
の
を
知
っ
た
。
孔
子
は
門
前
を
逍
遙
し
な
が
ら
歌
い
、
そ

し
て
に
わ
か
に
病
ん
で
息
を
引
き
取
っ
た
。
ま
こ
と
に
孔
子
は
古
人
の
智
慧
を
そ
の
胸
中
に
し
ま
い
、
未
来
の
あ

る
べ
き
姿
を
洞
察
し
、
人
生
を
達
観
し
、
自
ら
の
天
命
を
わ
き
ま
え
知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

出
典

語
釈

紀
事
は
『
礼
記
』
檀
弓
上
、『
史
記
』
巻
四
十
七
「
孔
子
世
家
」
、
『
孔
子
家
語
』
巻
九
「
終
記
解
」
等
に
見

え
る
。
○
藏
往
知
來
…
『
易
経
』
繋
辞
伝
上
に
「
神
以
知
来
、
知
以
蔵
往
」
と
あ
る
。
○
達
生
知
命
…
『
易
経
』

繋
辞
伝
上
に
「
楽
天
知
命
、
故
不
憂
。
」
と
あ
る
。
ま
た
顔
之
推
『
顔
氏
家
訓
』
巻
三
「
勉
学
」
篇
に
「
欲
其
観
古

人
之
達
生
委
命
」
と
。

63
【
心
喪
廬
墓
】
從
游
三
千

恩
義
並
全

若
父
無
服

心
喪
三
年

従
游
す
る
も
の
三
千

恩
義
並
び
に
全
し

父
の
若
く
に
し
て
（
喪
）

服
無
し

心
喪
す
る
こ
と
三
年

顧

『
聖
蹟
図
』
賛
詩
訓
釈
稿
（
下
）

17



既
訣
而
離

哀
思
孔
悲

賢
哉
賜
也

六
載
相
依

既
に
訣
れ
て
離
る
る
に

哀
思

孔
だ
悲
し

賢
な
る
か
な
賜
（
子
貢
）
や

六
載
相
ひ
依
る

通
釈

孔
子
に
付
き
従
っ
た
弟
子
は
し
め
て
三
千
人
、
い
ず
れ
も
孔
子
に
慈
父
同
様
の
恩
義
を
感
じ
て
い
た
。
そ
こ
で
孔

子
の
葬
儀
の
際
に
は
、
弟
子
達
は
他
人
の
場
合
の
よ
う
な
弔
服
に
せ
ず
、
実
父
に
対
す
る
よ
う
な
喪
服
に
し
、
実

の
父
を
亡
く
し
た
時
と
同
じ
く
、
三
年
の
喪
に
服
し
た
。
や
が
て
喪
が
明
け
て
孔
子
墓
を
去
る
時
に
な
る
と
、
弟

子
達
は
悲
哀
の
念
に
堪
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
賢
明
に
も
一
の
弟
子
の
子
貢
は
更
に
三
年
の
喪
を
重
ね
、
計
六
年
も

の
間
、
孔
子
墓
に
寄
り
添
っ
た
の
で
あ
る
。

出
典

語
釈

紀
事
は
『
史
記
』
巻
四
十
七
「
孔
子
世
家
」
、
『
孔
子
家
語
』
巻
九
「
終
記
解
」
等
に
見
え
る
。

64
【
塚
誌
興
亡
】
儒
教
其
窮

時
値
祖
龍

聖
有
先
覺

塚
識
其
踪

儒
の
教
へ
其
れ
窮
す
る
は

時

祖
龍
（
秦
始
皇
）
に
値あ

た

る聖

先
覚
有
り
て

塚
に
其
の
踪
を
識
せ
り

あ
と

沙
丘
殄
滅

適
殞
厥
躬

何
傷
日
月

二
世
覆
宗

（
秦
始
皇
）
沙
丘
に
殄
滅
し

適
に
厥
の
躬
を
殞
へ
り

ま
さ

そ

み

そ
こ
な

何
ぞ
日
月
を
傷
ら
ん
や

二
世
に
し
て
宗
を
覆
す

や
ぶ

通
釈

秦
の
始
皇
帝
の
時
世
に
、
儒
教
は
大
変
な
災
禍
に
見
舞
わ
れ
た
。
孔
子
は
予
め
こ
の
こ
と
を
知
り
、
自
ら
墓
中
の

墓
誌
に
そ
の
こ
と
を
記
し
た
。
そ
の
予
言
通
り
、
始
皇
帝
は
旅
先
の
沙
丘
で
死
去
し
た
。
日
月
の
よ
う
に
尊
い
孔

子
の
予
言
が
ど
う
し
て
外
れ
る
こ
と
が
あ
ろ
う
。
果
た
し
て
秦
は
二
世
の
胡
亥
に
至
っ
て
忽
ち
覆
滅
し
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
る
。

出
典

語
釈

紀
事
は
『
論
衡
』
実
知
篇
、
金
・
孔
元
措
『
孔
氏
祖
庭
広
記
』
巻
九
に
見
え
る
。
○
祖
龍
…
秦
始
皇
帝
を

顧

『
聖
蹟
図
』
賛
詩
訓
釈
稿
（
下
）
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指
す
。
○
何
傷
日
月
…
『
論
語
』
子
張
篇
に
「
其
何
傷
於
日
月
乎
。
」
と
あ
る
。

65
【
漢
高
崇
祀
】
穆
穆
廟
庭

聖
徳
斯
尊

肅
肅
衣
冠

聖
澤
斯
存

穆
穆
た
る
廟
庭

聖
徳
斯
れ
尊
し

肅
肅
た
る
衣
冠

聖

沢
斯
れ
存
す

漢
祖
崇
儒

躬
拜
闕
里

太
牢
之
祀

百
代
伊
始

漢
祖
は
儒
を
崇
び

躬
ら
闕
里
に
拝
す

み
づ
か

太
牢
の
祀

百
代
な
る
は
伊
よ
り
始
む

通
釈

森
厳
た
る
孔
子
廟
に
は
孔
子
の
遺
徳
が
満
ち
渡
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
孔
子
の
衣
冠
が
宝
蔵
さ
れ
、
孔
子
の
徳
沢

が
厳
然
と
し
て
備
わ
っ
て
い
る
。
儒
教
を
尊
崇
し
た
漢
の
高
祖
は
、
こ
こ
闕
里
で
自
ら
孔
子
像
に
拝
礼
し
た
。
以

後
百
代
も
続
く
太
牢
の
祭
祀
は
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

出
典

語
釈

紀
事
は
金
・
孔
元
措
『
孔
氏
祖
庭
広
記
』
巻
四
、
明
・
李
東
陽
「
詩
禮
堂
銘
」
等
に
見
え
る
。
○
太
牢
之

祀
…
牛
羊
豚
の
犠
牲
を
供
え
る
古
代
の
祭
礼
。

66
【
壁
藏
謨
典
】
共
王
廣
宅

妄
覬
孔
林

金
石
絲
竹


爾
發
音

共
王

宅
を
広
め
ん
と
し

妄
り
に
孔
林
を
覬
む
に

の
ぞ

金
石
絲
竹


爾
と
し
て
音
を
発
す

道
有
神
護

莫
逞
其
雄

伏
生
再
啓

典
謨
聿
崇

道
に
神
護
有
れ
ば

其
の
雄
を
逞
し
く
す
る
莫
し

た
く
ま

な

伏
生

再
び
啓
き
て

典
謨

聿
に
崇
し

い
つ

た
つ
と

通
釈

魯
の
共
王
が
宮
室
を
広
め
よ
う
と
し
て
孔
子
の
旧
宅
を
壊
し
た
と
こ
ろ
、
壁
の
中
か
ら
金
や
石
、
管
弦
の
妙
な
る

音
が
響
い
た
と
い
う
。
孔
子
の
説
く
道
に
は
常
に
神
の
加
護
が
あ
り
、
俗
人
が
こ
れ
を
乱
す
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

ま
こ
と
に
尊
い
秦
の
伏
生
が
書
い
た
『
古
文
尚
書
』
が
、
焚
書
を
免
れ
て
再
び
蘇
っ
た
の
で
あ
る
。

顧

『
聖
蹟
図
』
賛
詩
訓
釈
稿
（
下
）
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出
典

語
釈

紀
事
は
『
漢
書
』
巻
五
十
三
、
景
十
三
王
伝
、
恭
王
（
共
王
）

に
見
え
る
。
○
伏
生
…
秦
の
博
士
。
山
東
出

身
。
漢
に
も
仕
え
た
。
焚
書
を
避
け
て
孔
宅
の
壁
に
埋
め
ら
れ
た
『
古
文
尚
書
』
が
後
世
に
伝
わ
っ
た
。

67
【
鍾
離
完
璧
】
魯
相
脩
廟

獲
璧
維
七

張
伯
懷
一

自
謂
計
得

魯
相
（
鍾
離
意
）

廟
を
修
す
る
に

璧
を
獲
る
こ
と
維

れ
七

張
伯

一
を

懐

に
し

自
ら
計
り
得
た
り
と
謂
ふ

ふ
と
こ
ろ

は
か

甕
啓
丹
書

夫
子
預
知

至
誠
達
化

睿
照
靡
遺

甕
を
啓
け
ば

丹
書
あ
り

夫
子

預

め
知
れ
り

ひ
ら

あ
ら
か
じ

至
誠
の
達
化

睿
照
し
て
遺
す
靡
し

な

通
釈

後
漢
の
魯
の
宰
相
で
あ
っ
た
鍾
離
意
が
孔
子
廟
を
改
修
し
た
時
、
門
下
の
張
伯
が
発
見
し
た
七
枚
の
玉
璧
の
一
枚

を
く
す
ね
、
六
枚
を
発
見
し
た
と
鍾
離
意
に
報
告
し
た
。
併
せ
て
出
土
し
た
甕
を
啓
く
と
、
中
に
丹
書
が
あ
り
、

孔
子
は
こ
の

謀

を
予
知
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
孔
子
の
深
い
思
い
や
優
れ
た
明
智
は
全
て
に
通
曉
し
て
お
り
、

は
か
り
ご
と

何
事
も
見
落
と
す
こ
と
が
な
い
。

出
典

語
釈

紀
事
は
『
後
漢
書
』
巻
四
十
一
、
鍾
離
意
伝
に
付
載
す
る
鍾
離
意
別
伝
に
見
え
る
。

※
（
顧

本
は
、
【
孔
廟
植
檜
】
と
題
し
て
、
こ
こ
に
半
葉
の
檜
図
、
次
の
半
葉
に
文
八
十
一
字
、
銘
百
十
八
字
を
載
せ
る
。
賛
詩

は
無
い
。)

68
【
眞
宗
拜
祀
】
惟
宋
眞
宗

屈
身
忘
貴

過
魯
崇
師

登
堂
奠
拜

惟
れ
宋
の
真
宗

身
を
屈
し
て
貴
を
忘
る

魯
を
過
り
て
師
を
崇
び

堂
に
登
り
て
奠
拝
し

よ
ぎ

顧

『
聖
蹟
図
』
賛
詩
訓
釈
稿
（
下
）
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加
謚
文
宣

禮
儀
具
備

百
世
楷
模

千
秋
共
戴

文
宣
を
加
謚
し

礼
儀
具
備
す

百
世
の
楷
模

千
秋
共

に
戴
く

通
釈

大
中
祥
符
元
年
（
一
〇
〇
八
）
、
北
宋
の
真
宗
は
泰
山
封
禅
の
旅
途
に
曲
阜
の
孔
子
廟
に
参
詣
し
、
皇
帝
の
身
分
を
忘

れ
て
素
王
た
る
孔
子
像
に
拝
礼
し
た
。
そ
し
て
孔
子
に
文
宣
公
と
い
う
謚
号
を
与
え
、
祭
礼
一
式
を
整
え
た
。
こ

の
厳
粛
な
儀
式
は
、
そ
の
後
百
代
も
千
年
も
続
く
孔
子
祭
礼
の
規
範
と
な
っ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

出
典

語
釈

紀
事
は
『
宋
史
』
巻
七
、
真
宗
二
、
『
続
資
治
通
鑑
』
巻
二
十
七
、
宋
紀
二
十
七
等
に
見
え
る
。

（
補
記
）
二
〇
一
一
年
一
一
月
、
杜
暁
勤
先
生
の
案
内
で
、
北
京
大
学
図
書
館
蔵
『
聖
蹟
全
圖
』
（
康
熙
二
十
五
年
識
語
。
図
像
は
七
十
六
図
）

（
１
）

を
拝
見
で
き
た
。
該
書
は
、
右
頁
を
図
像
、
左
頁
を
賛
文
で
組
み
、
且
つ
図
像
中
に
四
字
の
賛
題
を
組
み
込
む
体
裁
で
あ
る
。

一
見
し
て
、
清
末
・
顧

『
聖
蹟
図
』（
図
像
は
六
十
八
図
）

と
の
強
い
影
響
関
係
を
伺
わ
せ
る
。
更
な
る
精
査
が
必
要
で
あ
る
が
、

こ
の
判
断
が
正
し
け
れ
ば
、『
聖
蹟
全
圖
』
は
顧

『
聖
蹟
図
』
が
手
本
と
し
た
先
行
『
聖
蹟
図
』（
ま
た
は
そ
の
系
統
本
）

と
な
り
、

筆
者
が
先
に
発
表
し
た
拙
論
「
明
清
文
学
史
か
ら
見
た
顧

の
『
聖
蹟
図
』
賛
詩
」
は
論
述
の
訂
正
を
迫
ら
れ
る
。
当
日
は
慌

（
２
）

た
だ
し
い
調
査
で
あ
っ
た
の
で
、
後
日
の
精
査
を
待
ち
、
備
忘
の
た
め
に
補
記
す
る
。

（
補
注
）

（
１
）
康
熙
二
十
五
年
識
語
。
御
製
の
四
子
賛
は
紅
印
。
図
像
は
七
十
六
図
。
『
北
京
大
学
図
書
館
蔵
古
籍
善
本
書
目
』
（
北
京
大
学

出
版

七
頁
に
、
書
名
を
「
聖
蹟
圖
」
と
す
る
の
は
、
正
し
く
は
「
聖
蹟
全
圖
」
で
あ
る
。
図
書
番
号
一
一
一
．
一
一
一
／
一
六

八
六
。
二
冊
。
な
お
、
北
京
大
学
図
書
館
所
蔵
『
聖
蹟
図
』
の
調
査
報
告
書
と
し
て
次
の
も
の
が
あ
る
（
佐
藤
一
好
氏
示
教
）
。

李
雲
「
孔
子

聖

図

絵
刻
与
収
蔵
初
探
」（
『
長
沙
大
学
学
報
』
一
九
ー
一
、
二
〇
〇
五
年
）

（
２
）
『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
六
十
三
集
、
日
本
中
國
學
會
、
二
〇
一
一
年
。

顧

『
聖
蹟
図
』
賛
詩
訓
釈
稿
（
下
）

21

き
は
ん



顧

『
聖
蹟
図
』
賛
詩
訓
釈
稿
（
下
）

22

37 臨河返駕38 東流德

39 觀臺釋戮40 禮衰去衛
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41 在陳當42 葉公問政

43 反蔡迷津44 楚封見沮
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45 接歌鳳46 季康幣迎

47 作猗蘭操48 魯識羊
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49 専車諭呉50 萍實對楚

51 商羊知雨52 使談心
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53 貴賤桃54 論俗

55 筮損益56 夢見周公
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57 杖叩原壌58 經成錫

59 互郷與潔60 刪述六經



顧

『
聖
蹟
図
』
賛
詩
訓
釈
稿
（
下
）

28

61 西狩泣麟62 夢楹

63 心廬墓64 塚誌興亡



顧

『
聖
蹟
図
』
賛
詩
訓
釈
稿
（
下
）

29

65 漢高崇祀66 壁藏謨典

67 鍾離完璧68 眞宗拜祀
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